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道路土 工指針の改訂作業の状況

Revision　of 　Road 　 Earthwork　Manual

　 小 橋 秀 俊 に は し ひ で と し 〉

独 ・匚r／tJ政 法 人⊥ 木 研 究 所　技 術推進 本 部　土 席研究 員

1． は じ め に

　 道 路 ⊥ 工 指 釧 検 討 小委 員会 〔  日本 道 路 協 会 ） で は ，
・lz成 16隼 6 月 よ り要 綱，切 土 ・

斜面
．
1：，盛 土 1：，軟 弱

地 盤 対策，擁壁 ，カ ル バ ー
トの 各分科会を 設 け，道路 十

⊥ 指斜 の 改荊 f乍業 を 進 め て い る。平 成 20年度内の 完成

を 冖指 して お り，各 分科 会 で の 議論 や 素 案 も お お む ね 固

まって きた 。 本稿 で は改 司 全体の 方向 性，各指 flの 基 木

的 な考 え 方 に つ い て 簡単に 紹介 す る 。

2． 改訂全体の 方向性に つ い て

　 　 　 《現 行 》

　 　 道路± 工 指針
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　今回 の 改 訂 全 体の 方向 性 と し て 次 の 4 点 が 挙 げ ら れ

る。

　  図
一1に 小 す よ う に 従来の 1 要綱 ＋ 7 指 釧 を，要

　　綱，切⊥ ・
斜面工 ，盛 土 工 ，軟弱地 盤対策，擁壁 ，

　　カ ル パ ー
トの 大 」：種ご と に 再編 す る。

　  従 来 明確 で な か っ た ．道路 の 屯要度 と⊥ 構造物 の

　　要 求性 能 との 関 係 を 明 示 す る 。 切土 ・斜面 丁 を 除 く

　　十一構造物 に 関 し て は ，安 全 性 に 関 す る性 能 を 3 ラ

　　ン ク に 区分 し，道路管理 者 が 判断 す る道 路 の 重 要 度

　　に 応 じ て ，常時 レ ベ ル 1 地震時 レ ベ ル 2 地震時 で

　　い ず れ の 性能 を 確保す る こ とが望 ま しい か を 示 す。

　  　 昭 和 61年 の 改 訂 か ら 長 期 間 を 経 過 して い る 従 来

　 　の 指 斜 （施 1
−
，軟 弱 地 盤 対 策 ，排 水⊥ ，土 質 調 査 ）

　　に 対 して は，最新 の 知 見を，再編後の 指釧に 反映さ

　 　せ る。

　 
．

新技術 を 導 入 しや す くす る た め に従来 の 仕 様規 定

　　 と と もに ，新 た な 性能の 検証方法の 例 示 〔パ イ ロ ッ

　　 ト事 業 ，試 験 施 ⊥ ，観 測 施 工 ，予 測 解析 ，実 験 ほ

　　か 〕 を 彳」う 。

3． 各指針の 基本的な考え方に つ い て

各指針 で は 以 下の よ うな 考 え 方の も とに 改司 に 臨 ん だ。

〔D　要綱は従来．全指針の 要約版 とな っ て い た が，改

　 訂 版 で は 各指 針 に 共 通 す る 計 画，調 査，排 水，施 工 ，

　検 査 ，維 持管理 に 関す る 事 項 の み を記 述 す る。例 え

　ば，地 震時の 安定性の 検討で は，変形量の 解析技術

　に まだ実 用 上 の 課 題 も残 さ れ て お り，こ れ ま で の 水

　平 震度 法，過去 の 被 災事例 や 施 工 実績 も参照 す る こ

　 との 必 要 性 を，排 水 T ．で は道 路 区 域 全 体の 排 水 系 統

　が 機能 す る か ど うか の 確認，雨 水 貯留 施 設 の 設 置 な

図 亅 道路 LT1指 針の 再 編 に つ い て

　 ど に fi
．
及 す る。

  　切 土 や 白然 斜 面 対 策工 で は，路 線や 道 路 構造選定

　 に よ る 危 険回 避，発生 源対策，防護 Ilの 設置，事前

　通行規制 や 点検 な ど を ，段 階 的 に 適用 して 安全性 を

　高 め る こ と が 基本 と な って お り，上 記 2，の   に 述

　べ た 性 能 明 示 が 難 しい こ と を踏 ま えた 記述 とす る。

  　盛 旧 二で は 沢埋 め ，地 山 へ の 腹 付け ，片 切 り H， 盛

　 り，切盛 り境 に お け る盛 十一内排水 の 重要 性 ，ま き出

　 しや 締固め な どの 施⊥ 管理 の 重要性，施 1
’
管埋 に

．
陦

　報化施工 や CALS な ど の IT 技術の 活用 を考慮 した

　 記 述 とす る。

  軟 弱 地 盤 対 策 で は，ラ イフ サ イク ’レ全 体 の 視 点 に

　 立 った 対策の 選定 や，試験盛土や 情報化施 1：な どで

　地盤 や 士 搆造物 の 挙動 を確認 し，最適 な 設計
・
施丁

　 法 の 適 用，新 技 術 の 採 用 に 努め る こ とを踏 ま え た 記

　述 と す る。

  　擁壁 ∫ で は ，地 震時 の 変形 予 測 千 法 に つ い て は ，

　従来の 設 計 の ま ま （人 きな 改 訂は な い 〕，も た れ 式

　擁壁 の 地 盤 反 刀に よ る照査，大 型 プ ロ ッ ツ 積擁壁 の

　設計法，補強士 擁 壁 の 各種 T ．法σ）考 え 方，補修
・
補

　強方法，中越地震等の 最新の 被災事例 と復旧 事例の

　記述を充実 させ る。

  　 カ ル バ ー
トエ で は ，上 被 り が 大 きい もの や ，従 来

　 と Ili は 異 な る 支持 機 講 の 構 造 物 が 出 て きて い る こ

　 とか ら，慓準的な カ ル パ ー
トエ の 範囲を明確化 し，

　標準範囲 外の カ ル バ ー
トエ に つ い て は，設言i，施⊥ ，

　維持管理 方法に つ い て，別途，従来の 手法の 適 用 の

　 判 断 も含 め ，慎 重に検 討 す る 必 要 が あ る こ と を記 載

　 す る 。　　　 　　 　　 　　 　　 ［原稿受PP　 2008．ZI
’
］
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